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・ ・ ・ ・
」時期であり、「実証的な経
験主義的な精神過程を形成しかけた
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は主張する One and Only One」（一橋大学広
報委員会編『HQ（Hitotsubashi Quarterly）』
Vol.9、2005年10月、pp.43-48、所収）を参照。 














15) 前掲『千曲川 第2部』pp.80-81。 
16) 前掲『昭和時代落穂拾い』pp.118-19および『千
曲川 第2部』pp.275-80。 
17) 前掲『千曲川 第2部』pp.292-302。 
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セイに、山嵜庸子「本の森に囲まれて──私
の図書館修業時代（エディターズ・ミュージ
アム⑤～⑰）」（『週刊上田』2012年11月10日～
2013年2月9日、所収）がある。 
59) 前掲『戦後精神の行くえ』p.93。 
60) G.オーウェル「ナショナリズム覚え書き」（『水
晶の精神』〔オーウェル評論集2〕平凡社ライ
ブラリー、1995年、pp.35-74）および鶴見俊
輔・上野千鶴子・小熊英二『戦争が遺したも
の』（新曜社、2004年）pp.185-88参照。但し、
オーウェルの訳書ではpatriotismに愛国心の
訳語を当てている。 
61) 前掲『千曲川 第4部』p.8。なお、引用のひら
がなは原文ではカタカナ、カタカナはひらが
なで表記。また、同書のp.384で、小宮山は『千
曲川』の執筆動機を次のように語っている。
「私の作品〔楯に乗って〕に対して検閲の青鉛
筆を揮ったあの時代の、あの不寛容に対して、
改めて異議申し立てをする程の思いをこめて」
描かねばという思いが募った、と。 
62) リベラリズムは普通、自由主義と訳され
るが、ここでは権威や権力から自由になる（そ
れらに縛られない）という意味で使用してい
る。また、折衷主義eclecticismという用語は、
1つの体系に依拠するのではなく、複数の体系
から正しいと思われる要素を抜き出してきて
1つの体系にまとめる立場を指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
63) 前掲「五味川純平作品の魅力」『人間の條件』
（下）p.595。 
64) 安江良介（1935－98年、岩波書店元社長）は、
信濃毎日新聞夕刊の「今日の視角」（1994年3
月5日）で、小宮山の『昭和時代の落穂拾い』
の読後感を次のように記している。「私は、今
日の時代相の一面は、『歴史の連続性』を確信
できないニヒリズムであり、現実に正面から
取り組む力の不足、あるいは、個の怠惰だと
あらためて思った」（安江『同時代を見る眼』
岩波書店、1998年、pp.223）。 
65) アメリカにとっては厳しい批判が、小宮山の
先輩にあたる小学校長の小林多津衛（1896－
2001年）からも寄せられている。小林は、極
東軍事裁判の判決が報道された直後の1948年
11月14日にマッカーサーに手紙を認め、今次
の「真の戦争原因」は、「自国のみの繁栄を願
う国家主義」にあり、その限りで「勝者も敗
者も同罪」であるから「共に殺戮し合った罪
を謝し、絞首刑の如き殺人の罪を自ら重ねる
ことなく、戦犯者に禁錮等の刑によって終身
反省思索の機会を与え」るべきである、と主
張した。返事はなかったが、黙殺する以外に
なかったのであろう。臼井吉見『安曇野』第5
部（筑摩書房、1974年）その九、その十、
pp.165-66、205-08。 
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